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１．概要（Summary） 

本研究の目的はリソグラフィを利用し、有機トラン

ジスタと有機電気化学トランジスタの集積化を用い

たフレキシブルバイオセンサアレイ開発である。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、光リソグラフィ装置

MA-6、汎用 ICP エッチング装置 
【実験方法】 
本研究で用いる基板フィルムは、厚さ 600 nm 程度のパリ

レン基板であり、これをガラス基板またはシリコン上に固定

する。抵抗が低い有機電気化学トランジスタとの集積化の

ために、抵抗を下げられる大きい面積のショートチャンネ

ル有機トランジスタをまず作成する。100 nm の Al を蒸着

により成膜した。プラズマ処理を行い AlOx の絶縁膜を作

った後、有機半導体(DNTT)を 30 nm 蒸着により成膜し

た。更に、金を100 nm を蒸着したあと、電子描画装置で

作ったフォトマスクを使って、MA6 マスクアライナーや

ZPN1150 のレジストを利用し、5 μmのチャンネルで

1 mm2サイズのトランジスタを作製した。 
その後、600 nm のパリレン封止上にフォトレジス

ト ZPN1150 を用いたメタルリフトオフプロセスで金

100 nm の有機電気化学トランジスタをパターニング

し、さらに封止膜上にフォトレジストを利用したエッ

チングマスクを作製し、CE-300 ICP-RIE を用いて、

チャンネルの窓を作った。 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
 kΩ単位である有機電気化学トランジスタに集積化

するため、サイズを抑えながら抵抗が低い有機トラン

ジスタの作製実験を行い、チャンネル長 5 μmのデバ

イス作製に成功した。さらに、CE-300 ICP-RIE を用

いて有機電気化学トランジスタのチャンネルを作製

し、フレキシブル基板上に異なる有機回路の集積化に

成功した。 
４．その他・特記事項（Others） 
装置の使い方を教えてくださり、通常は手に入らない特

殊なフォトレジストを提供してくださったナノテクノロジ
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大）に感謝いたします。 
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